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「
敦
賀
の
お
ぼ
ろ
昆
布
製
造
技
術
」
が
国
登
録
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
登
録
無

形
民
俗
文
化
財
は
、
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
う
ち
、
保
存

及
び
活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
と

し
て
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
さ
れ
た
も
の
で
、
令
和
三

年
（
二
〇
二
一
）
四
月
に
文
化
財
保
護
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
同
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た
比
較
的
最
近
の
制
度
で

す
。
よ
っ
て
登
録
さ
れ
れ
ば
福
井
県
で
初
め
て
、
全
国
で

あ
わ
せ
て
８
件
に
な
り
ま
す
。

　

古
代
よ
り
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
敦
賀
に
は
、
中
世
以

降
、
蝦
夷
（
北
海
道
）
か
ら
昆
布
が
運
ば
れ
、
そ
れ
が
加

工
さ
れ
て
商
品
と
な
り
、
明
治
の
初
め
頃
に
は
「
細
工
昆

布
」（
現
在
の
お
ぼ
ろ
昆
布
・
と
ろ
ろ
昆
布
）
が
敦
賀
の

主
要
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
「
お

ぼ
ろ
昆
布
」
の
製
造
加
工
技
術
は
、
専
門
の
職
人
さ
ん
が

刃
物
で
昆
布
を
ご
く
薄
く
削
る
も
の
で
、
機
械
で
は
難
し

く
、
手
作
業
に
よ
る
伝
統
的
な
製
法
で
作
ら
れ
て
お
り
、

地
域
的
な
特
色
あ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
し
昔
の
敦
賀
の
町
中
で
、
つ
ん
と
し
た
酸
っ
ぱ
い
よ

う
な
爽
や
か
な
香
り
に
遭
遇
し
た
思
い
出
を
持
つ
会
員
様

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
言
わ
ず
と
知
れ
た
昆
布
加
工

場
か
ら
漏
れ
出
し
た
、
地
元
民
に
は
身
近
な
香
り
で
し
た

が
、
今
で
は
職
人
が
減
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ

を
機
に
優
れ
た
技
術
の
伝
承
が
継
続
さ
れ
る
事
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

博
物
館
で
は
令
和
６
年
３
月
16
日
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀

駅
開
業
祝
賀
行
事
に
あ
わ
せ
て
１
・
２
階
に
お
い
て
、
敦

賀
市
の
歴
史
を
通
史
的
に
紹
介
す
る
平
常
展
示
を
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
こ
の
内
容
を
図
録
に

ま
と
め
ま
し
た
。
敦
賀
の
歴
史
を
大
ま
か
に
俯
瞰
で
き
る

一
冊
で
す
。
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西
福
寺
阿
弥
陀
堂
の
謎          

       
―
一
乗
谷
と
の
所
縁
と
は
―         

                            

友
の
会
会
長　

川
村　

俊
彦

  

西
福
寺
で
は
、
二
〇
二
二
年
度
か
ら
一
五
カ
年
計

画
で
重
要
文
化
財
の
御み

え
い影

堂
（
大だ

い
で
ん殿

）
と
庫
裏
を
対

象
と
し
た
第
２
期
文
化
財
修
復
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
つ
い
て
は
、
工
事
の
順
調
な
進
捗
と
将
来
へ
の

全ま
っ
たき

保
存
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

実
は
、筆
者
は
先
の
第
一
期
修
復
事
業（
二
〇
〇
六

年
完
了
）
に
市
の
担
当
と
し
て
関
わ
っ
た
。
そ
の
経

験
か
ら
阿
弥
陀
堂
の
〝
謎
〟
解
明
に
つ
い
て
些
か
の

着
想
を
得
た
の
で
、
既
に
平
成
二
二
年
度
特
別
展
図

録
中
の
コ
ラ
ム
や
、
令
和
四
年
度
友
の
会
総
会
の
記

念
講
演
で
披
瀝
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
浅
学
菲
才
の

身
と
て
、
論
を
立
て
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
、
あ

ら
た
め
て
こ
こ
に
開
陳
し
て
お
き
た
い
。

　

西
福
寺
阿
弥
陀
堂
は
、
中
興
道ど

う
ざ
ん残
上
人
が
、
文
禄

二
年
（
一
五
九
三
）
に
一
乗
谷
か
ら
移
築
し
た
と
い

う
寺
伝
は
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯

や
詳
細
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

こ
の
建
物
は
入
母
屋
造
桟
瓦
葺
き
、
二
重
屋
根
の

正
面
五
間
の
仏
堂
だ
が
、
解
体
調
査
で
は
、
も
と
は

単
層
屋
根
の
三
間
堂
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
も
と
は
杮

こ
け
ら

葺
き
だ
っ
た
の
を
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）、
瓦

葺
き
に
変
え
て
お
り
、
こ
の
と
き
の
棟
札
に
「
文
禄

二
年
仲
春
新
建
此
堂
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の

半
分
程
の
高
さ
の
三
間
堂
の
古
材
を
用
い
、
そ
の
下

部
に
新
材
を
継
ぎ
足
し
て
本
屋
柱
を
嵩
上
げ
し
、
さ

ら
に
下
層
の
屋
根
（
裳も

階こ
し

）
を
廻
ら
せ
て
五
間
堂
に

改
造
し
た
の
が
、
文
禄
二
年
の
「
新

あ
ら
た
に
こ
の
ど
う
を
た
つ

建
此
堂
」
の

謂い
い

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　

そ
の
古
材
の
元
で
あ
る
三
間
の
仏
堂
と
は
、
一
乗

谷
近
郊
に
あ
っ
た
高
尾
寺
の
薬
師
堂
（
遺
址
は
現
薬

師
神
社
）
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
解
答

案
で
あ
る
。

　

西
福
寺
と
一
乗
谷
と
の
縁
と
い
え
ば
、
法
然
上
人

の
高
弟
・
源
智
上
人
が
、
西
福
寺
開
創
以
前
に
同
地

に
結
ん
だ
草
庵
（
勢
観
院
）
が
、
後
に
一
乗
谷
に
移

り
一
乗
寺
と
称
し
た
（
朝
倉
氏
滅
亡
後
は
北
ノ
庄
に

移
転
）
と
い
う
伝
承
に
も
漠
然
と
伺
え
る
が
、
そ
れ

よ
り
も
具
体
的
な
資
料
と
し
て「
八
十
一
難
経
版
木
」

の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
南
都
出
身
の
僧
で
、
朝
倉
氏
に
招
聘
さ
れ

た
谷た

に
の
い
つ
ぱ
く

野
一
栢
が
、
一
乗
谷
で
出
版
し
た
医
書
の
版
木

で
あ
る
。
一
栢
は
還
俗
し
て
、
足
羽
川
北
岸
の
高
尾

に
屋
敷
を
給
わ
り
医
業
を
事
と
し
た
。
そ
の
衣
鉢
を

継
い
だ
三
崎
安あ

ん
し指

に
八
十
一
難
経
の
「
版は

ん
ぽ
ん本

」
が
伝

え
ら
れ
た
が
、「
版
木
」
は
薬
師
堂
に
納
め
ら
れ
た
。

織
田
信
長
の
一
乗
谷
攻
め
の
際
に
先
陣
を
務
め
た
若

狭
国
人
衆
の
一
人
、
佐
柿
国
吉
城
主
の
粟あ

わ
や屋

勝か
つ
ひ
さ久

が

戦
利
品
と
し
て
こ
れ
を
持
ち
帰
り
、
西
福
寺
に
寄
進

し
た
。
高
尾
寺
も
兵
火
に
罹
り
焼
損
す
る
が
、
焼
亡

を
免
れ
た
薬
師
堂
が
後
に
解
体
さ
れ
、
道
残
上
人
に

よ
り
西
福
寺
に
移
築
さ
れ
、「
新
建
此
堂
」
さ
れ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

な
お
つ
け
加
え
れ
ば
、
薬
師
神
社
近
く
に
湧
出
る

谷
水
は
「
亭ち

ん

の
水
」
と
い
う
眼
病
平
癒
に
効
験
の
あ

る
霊
水
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
今
日
で
は
あ
ま
り
語
ら
れ
る
機
会
も
な

い
が
、実
は
西
福
寺
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
の
由
来
も
、

眼
病
平
癒
の
霊
験
譚
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより

れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより

薬師神社（福井市高尾町）
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◯
令
和
七
年
度
展
示
の
ご
案
内

　

令
和
六
年
度
は
新
幹
線
開
業
を
迎
え
て
様
々
な
敦

賀
の
歴
史
や
文
化
財
を
取
り
上
げ
、
対
外
的
に
発
信

し
ま
し
た
が
、
令
和
七
年
度
は
市
民
や
県
内
外
の

人
々
が
改
め
て
敦
賀
の
歴
史
や
優
れ
た
文
化
財
に

じ
っ
く
り
と
目
を
向
け
、
理
解
を
深
め
て
い
け
る
よ

う
意
識
し
、
特
別
展
だ
け
で
な
く
平
常
展(

通
史
展

示)

の
充
実
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
一
展
示
室　

平
常
展
示　

近
代
の
敦
賀
（
通
年
）

　

平
常
展
で
は
、
一
部
の
コ
ー
ナ
ー
を
入
れ
変
え
な

が
ら
主
に
敦
賀
近
代
の
通
史
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
コ
ー
ナ
ー　
「
戦
後
80
年
記
念
展
（
仮
称
）」

　
　
　
　

七
月
一
日
（
火
）
～
八
月
二
十
四
日
（
日
）

　

戦
後
80
年
を
機
に
戦
災
資
料
等
を
展
示
し
ま
す
。

▼
二
展
示
室

平
常
展
示　

古
代
～
近
世
の
敦
賀

　

平
常
展
で
は
、
一
部
展
示
を
入
れ
替
え
な
が
ら
敦

賀
の
古
代
か
ら
近
世
の
通
史
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

▼
三
階
展
示
室

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展　

絵
の
中
の
季
節

  　
　

三
月
十
一
日
（
火
）
～
四
月
二
十
一
日
（
月
）

　

四
季
を
感
じ
ら
れ
る
美
し
い
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

　
企
画
展　

ジ
ャ
ク
エ
ツ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　
　
　

四
月
二
十
六
日
（
土
）
～
五
月
十
一
日
（
日
）

　

東
山
魁
夷
な
ど
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る
画
家
た

ち
に
よ
る
華
麗
な
る
近
代
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展

示
し
ま
す
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展　

　
　

没
後

130
年 

蔵
出
し
！
幸
野
楳
嶺

　
　
　
　

五
月
十
六
日
（
金
）
～
七
月
十
三
日
（
日
）

　

今
年
は
近
代
京
都
画
壇
の
重
鎮
で
、
敦
賀
に
も
ゆ

か
り
の
あ
る
絵
師
・
幸
野
楳
嶺
の
没
後
百
三
十
年
の

年
で
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、
当
館
の
楳
嶺
作
品
を
全

て
公
開
し
ま
す
。

▼
二
・
三
階
展
示
室

夏
季
企
画
展　

 

　

大
谷
吉
継　
生
誕

460
周
年
記
念
展

　
　
　
　
　
　
　

～
拝
啓
、
四
百
六
十
の
君
へ
～

　
　
　

七
月
十
六
日
（
水
）
～
八
月
二
十
四
日
（
日
）

　

敦
賀
城
主
大
谷
吉
継
生
誕

460
周

年
を
記
念
し
て
、
吉
継
発
給
文
書

や
、
関
連
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
　
大
谷
吉
継
サ
ミ
ッ
ト
2025
　
八
月
十
日
（
日
）

登
壇
者　
外
岡
慎
一
郎
氏
・
石
畑
匡
基
氏
・
北
村
太
智

　
　二

階
・
ミ
ニ
コ
ー
ナ
ー
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
と
敦
賀

　
　

八
月
二
十
七
日（
水
）～
十
月
十
三
日（
月
・
祝
）

　

芭
蕉
所
用
と
伝
わ
る
竹
杖
や
、
蕉
翁
関
係
資
料
を

紹
介
し
ま
す
。

三
階
・
小
テ
ー
マ
展
示　

天
狗
党
資
料
展

　
　

八
月
二
十
七
日（
水
）～
十
月
十
三
日（
月
・
祝
）

　

水
戸
天
狗
党
に
つ
い
て
の
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

　
▼
二
・
三
階
展
示
室

特
別
展　

つ
る
が
の
み
ほ
と
け

　
　
　
　
　

～
海
辺
の
祈
り
・
山
里
の
祈
り
～

　
　
　
　

十
月
十
七
日（
金
）～
十
一
月
三
〇
日（
日
）

　

戦
乱
の
被
害
を
の
が
れ
て
地
域
で
ひ
っ
そ
り
と
守

ら
れ
て
き
た
仏
像
や
仏
画
な
ど
を
展
示
し
、
敦
賀
の

祈
り
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。
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事
務
局
長
の
期
待
と
つ
ぶ
や
き
・
・
・

　

  

二
〇
二
五
年
三
月
十
五
日
・
十
六
日
、

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
を
祝
う
「
つ
る

が
街
波
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
JR

敦
賀
駅
か
ら
氣
比
神
宮
周
辺
、
博
物
館

通
り
、
金
ケ
崎
港
ま
で
、
敦
賀
の
街
全

体
を
舞
台
に
グ
ル
メ
、
音
楽
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
街
は
大
勢
の
来
場
者
で
大
賑

わ
い
。

　
我
ら
が
敦
賀
市
立
博
物
館
で
は
特
別

ツ
ア
ー
が
あ
り
、
普
段
は
関
係
者
し

か
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
や
屋
上
を
案
内
。
屋
上
か
ら
は
、

あ
い
に
く
の
雨
だ
か
ら
こ
そ
見
れ
る
霧

が
か
っ
た
幻
想
的
な
敦
賀
の
景
色
に
「
な

ん
か
い
い
ね
〜
！
」
と
声
が
続
出
、
今

後
の“

隠
れ
た
名
ス
ポ
ッ
ト“

と
し
て
期

待
大
に
。

　
ま
た
、
み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館
で

は
、
通
常
の
甲
冑
体
験
に
加
え
、
市
民

団
体
が
用
意
し
た
「
軽
量
甲
冑
」
を
使
っ

た
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
こ
れ
な
ら

子
ど
も
た
ち
も
武
将
気
分
を
味
わ
え
る

と
あ
っ
て
、「
我
こ
そ
は
敦
賀
城
主
な

り
！
」
と
ポ
ー
ズ
を
決
め
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
に
、
大
人
も
思
わ
ず
笑
顔
。
未

来
の
敦
賀
を
担
う“

新
世
代
の
武
将
た

ち”

が
誕
生
し
た
瞬
間
で
し
た
。

　
商
店
街
で
は
敦
賀
の
誇
る
伝
統
技
術
、

お
ぼ
ろ

昆
布
掻
き

体
験
も
大

盛
況
！
国

の
登
録
無

形
民
俗
文

化
財
に
登

録
さ
れ
、

メ
デ
ィ
ア

露
出
も
増

加
中
の
こ
の
技
術
。
実
際
に
職
人
が
目

の
前
で
削
る
お
ぼ
ろ
昆
布
の
繊
細
な
出

来
に
来
場
者
は
思
わ
ず
息
を
の
む
ほ
ど
。

「
職
人
技
っ
て
す
ご
い
…
！
」
と
感
嘆

す
る
声
が
聞
こ
え
る
な
か
、
次
々
と
昆

布
掻
き
に
挑
戦
す
る
体
験
者
た
ち
。
な

ん
と
か
手
元
の
昆
布
が
削
れ
る
た
び
に

「
お
ぉ
！
」
と
歓
声
が
上
が
り
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、
新
た
な

お
ぼ
ろ
昆
布
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る
貴
重

な
機
会
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
！

　
新
幹
線
開
業
で
ま
す
ま
す
進
化
す
る

敦
賀
、
そ
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
え
た

二
日
間
で
し
た
。

◯
令
和
七
年
度
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

敦
博
ゼ
ミ
①

「
大
谷
吉
継
概
論
～
吉
継
と
は
何
者
か
～
」

　
　
（
歴
史
講
座
）
四
月
～
六
月
に
開
催
予
定
。

敦
博
ゼ
ミ
②

「
天
狗
党
史
跡
見
学
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
仮
）」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
頃
開
催
予
定
。

敦
博
ゼ
ミ
③

「
若
越
八
十
八
カ
所
巡
り
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
仮
）」　　
　
　

十
月
～
十
一
月
頃
開
催
予
定
。

敦
博
ゼ
ミ
④

「
く
ず
し
字
入
門
」（
古
文
書
講
座
）

　
　
　
　
　
　

十
月
～
十
二
月
頃
開
催
予
定
。

連
携
イ
ベ
ン
ト

　

気
比
史
学
会
さ
ん
の
戦
後
80
年
企
画
「
敦
賀

空
襲
を
語
り
、
伝
え
る
」
等
で
連
携
し
て
い
き

ま
す
。

明智光秀公もツアーに参加！私 ( 事務局長 ) が
得意の甲冑を着て
おぼろ昆布掻きを
している姿です　
（実はできます！）

焼夷弾


